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地
域
の
活
力
高
め
る

ご
あ
い
さ
つ

橋川渉草津市長

　
草
津
市
は
高
度
な
技
術
力
を
有
す
る

企
業
や
創
造
性
の
高
い
企
業
の
立
地
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
集
積
、

産
学
連
携
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
立
命
館
大
学
に
加
え
、
人
口
の
増
加

や
交
通
の
利
便
性
等
、
産
業
振
興
を
図

っ
て
い
く
う
え
で
の
地
域
力
が
数
多
く

存
在
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０

８
年
２
月
の
新
名
神
高
速
道
路
開
通
に

伴
い
、
近
畿
圏
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中

部
圏
域
と
の
時
間
距
離
も
ぐ
ん
と
短
く

な
り
、
よ
り
一
層
交
通
の
利
便
性
が
向

上
し
た
こ
と
は
、
本
市
を
さ
ら
に
活
性

化
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
草
津
市
で
は
地
域
の
活
力
を
高

め
、
雇
用
を
生
み
出
す
た
め
新
た
に
大

池
事
業
用
地
の
分
譲
を
開
始
す
る
な

ど
、
企
業
立
地
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

便
利
な
交
通
ア
ク
セ
ス
武
器
に
誘
致
加
速
発
展
目
指
す

企
業
立
地
の
支
援
策
充
実

草
津
市

▲国
指
定
の
史
跡

「
草
津
宿
本

陣
」
は
宿
場
町

・
草
津
の
シ
ン

ボ
ル

　
東
海
道
と
中
山
道
が
分
岐

・
交
流
す
る
草
津
は
古
く
か

ら
の
交
通
の
要
衝
。
京
都
へ

、
大
阪
へ

、

名
古
屋
へ

と
ア
ク
セ

ス
面
も
良
好
で
、
人
口
は

万
８
７
４
人

２
０
１
０
年

国
勢
調
査

。
増
加
率
は
県

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
８
・

％

２
０
０
５
年
比

。
市

内
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
オ

ム
ロ
ン
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
な

ど
の
大
工
場
が
集
積
し
て
い

る
ほ
か
立
命
館
大
学
や
企
業

の
研
究
所
、
公
的
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
多
数
あ
る
。

　
草
津
市
は
市
内
の
西
矢
倉

一
丁
目
地
区
に
約
３
万
平
方

の
産
業
用
地
「
大
池
事
業

用
地
」
を
開
発
、
分
譲
を
始

め
た
。
市
内
で

の
大
規
模
産
業

用
地
は
１
９
９

６
年
に
造
成
し

た
山
寺
第
２
工

業
団
地

２
万

８
０
０
０
平
方

以
来
と
な

る
。

　
同
市
は
環
境

負
荷
が
少
な

く
、
付
加
価
値

の
高
い
工
場
誘
致
を
目
指
し

て
い
る
。
「
高
度
も
の
づ
く

り
」
「
環
境
」
「
医
療
・
健

康
福
祉
」
「
Ｉ
Ｔ
」
関
連
の

産
業
で
、
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
市
独
自
の
支
援
制

度
「
工
場
等
設
備
助
成
金
」

を
受
け
ら
れ
る
。
投
下
固
定

資
産

土
地
代
を
除
く

が

中
小
企
業
で
は
５
０
０
０
万

円
、
大
企
業
は
５
億
円
以
上

が
対
象
で
、
投
下
固
定
資
産

同

に
対
す
る
固
定
資
産

税
、
都
市
計
画
税
の
２
分
の

１
を
５
年
間
助
成
、
上
限
は

な
い
。

　
分
譲
地
は
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
か

ら
２

と
市
内
中
心
部
に

近
く
、
交
通
の
利
便
性
も
高

い
。
現
在
は
調
整
地
域
だ
が

２
０
１
２
年
４
月
工
業
地
域

に
変
更
さ
れ
る
見
込
み
。

　
草
津
市
で
は
草
津
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
よ
る
販
路
支
援
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
っ
た

支
援
や
草
津
市
企
業
情
報
サ

イ
ト
「
あ
う
ん
で
す
！
」
の

開
設
と
い
っ
た
支
援
制
度
も

あ
る
。

関根さん

ア
ル
ミ
生
産
６
割
増
強

　
丸
紅
が
権
益
を
持
つ
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
製
錬
メ
ー
カ
ー
、
ア
ロ
エ
ッ
テ
製
錬
所

ケ
ベ
ッ
ク
州

は
、
３
系
列
目
と
な
る
設

備
を
新
設
す
る
。
今
回
の
拡
張
に
よ
り
同
製

錬
所
の
年
間
生
産
能
力
は
、

万
５
０
０
０

か
ら

万

に
約
６
割
増
え
る
。
新
設
備

は
２
０
１
６
年
に
稼
働
を
開
始
す
る
予
定
。

世
界
で
拡
大
す
る
ア
ル
ミ
需
要
に
対
応
す

る
。
丸
紅
は
海
外
事
業
会
社
を
通
じ
ア
ロ
エ

ッ
テ
に
６
・

％
を
出
資
し
て
お
り
、
生
産

量
拡
大
に
よ
る
地
金
権
益
の
増
加
と
収
益
へ

の
貢
献
を
見
込
む
。

丸紅出資のカナダ製錬所

年
産
９
３
万
�
体
制
に

特
殊
鋼
半
製
品
の
供
給
韓
国
ポ
ス
コ
と
契
約
更
新
寿
工
業

Ｃ
Ｓ
Ｎ
と
の
攻
防
一
段
落

　
新
日
本
製
鉄
は

日
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
持
ち
分
法
適
用

会
社
の
鉄
鋼
会
社
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
の
経
営
に
つ
い
て
、
新

た
な
協
定
株
式
購
入
契
約
と
株
主
間
協
定
を
結
ん
だ
と

発
表
し
た
。
中
南
米
に
事
業
拠
点
を
置
く
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
の
テ
ル
ニ
ウ
ム
・
グ
ル
ー
プ
を
新
日
鉄
に
次
ぐ
比

率
を
持
つ
協
定
株
主
と
し
て
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
の
経
営
に
迎

え
る
内
容
。
新
日
鉄
は
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
を
海
外
戦
略
の
重

要
企
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
現
地
の
高

炉
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｎ
が
経
営
権
取
得
を
狙
う
動
き
を
見
せ
て

お
り
、
対
応
策
が
課
題
だ
っ
た
。
新
日
鉄
と
事
業
提
携

関
係
を
持
つ
テ
ル
ニ
ウ
ム
の
参
画
で
、
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
経

営
権
の
争
奪
戦
は
一
段
落
と
な
り
そ
う
だ
。

新日鉄、テルニウムと連携　ブラジル・ウジミナスの経営　

海
外
戦
略
の
重
要
企
業
と
位

置
づ
け
て
い
る
ウ
ジ
ミ
ナ
ス

の
イ
パ
チ
ン
ガ
製
鉄
所

ウ

ジ
ミ
ナ
ス
提
供

▲

　
テ
ル
ニ
ウ
ム
・
グ
ル
ー
プ

は
、
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
の
協
定
株

主
で
議
決
権
株
の
合
計

・

％
分
を
持
つ
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
ヴ
ォ
ト
ラ
ン
チ
ン
、
カ
マ

ル
ゴ
の
両
社
か
ら
全
保
有
株

を
取
得
す
る
と
と
も
に
、
ウ

ジ
ミ
ナ
ス
の
従
業
員
年
金
基

金
セ
ウ
か
ら
１
・

％
分

を
取
得
し
て

・

％
を
握

る
。
新
日
鉄
も
セ
ウ
か
ら
１

・

％
分
を
約
１
３
８
億
円

で
取
得
し
て
現
在
の
保
有
比

率

・

％
を

・

％
に

引
き
上
げ
る
。
こ
れ
で
ウ
ジ

ミ
ナ
ス
の
経
営
に
関
与
で
き

る
協
定
株
主
は
、
新
日
鉄
陣

営

三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
含

む

が

・

％
、
テ
ル
ニ

ウ
ム
・
グ
ル
ー
プ
が

・

％
、
セ
ウ
が
６
・

％
の
保

有
と
い
う
内
容
に
代
わ
る
。

　
２
０
１
０
年
の
粗
鋼
生
産

量
が
７
３
０
万

の
ウ
ジ
ミ

ナ
ス
は
、
１
９
５
８
年
の
設

立
時
か
ら
新
日
鉄
を
は
じ
め

と
し
た
日
本
の
鉄
鋼
各
社
が

全
面
協
力
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。

年
に
新
日
鉄
が
グ

ル
ー
プ
会
社
化
し
、
海
外
展

開
の
主
要
企
業
と
し
て
き
た

が
、

年
に
入
っ
て
ブ
ラ
ジ

ル
の
高
炉
会
社
Ｃ
Ｓ
Ｎ
が
事

業
拡
張
の
た
め
ウ
ジ
ミ
ナ
ス

の
経
営
権
取
得
を
狙
い
、
協

定
株
主
に
持
ち
分
売
却
を
働

き
か
け
る
動
き
を
見
せ
て
い

た
。

　
新
日
鉄
は
Ｃ
Ｓ
Ｎ
の
鉄
鉱

石
会
社
に

年
に
参
画
し
た

が
、
経
営
戦
略
が
か
み
合
わ

ず
に

年
６
月
に
撤
退
し
た

経
緯
が
あ
る
。
テ
ル
ニ
ウ
ム

・
グ
ル
ー
プ
と
は
自
動
車
向

け
の
溶
融
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板

で
メ
キ
シ
コ
に
合
弁
工
場
の

建
設
を
進
め
て
い
る
。

電
力
小
売
事
業
に
参
入
日
本
製
紙
が
推
進
室
設
置

タ
イ
洪
水

東
レ
、
タ
イ
の
一
部
工
場
再
開

環
境
・
電
力
関
連
に
照
準

クロサキ

安田　社長

　
ク
ロ
サ
キ
は
国
内
で
は

数
少
な
い
、
粉
コ
ー
ク
ス

メ
ー
カ
ー
だ
。
設
立
以
来

約

年
間
培
っ
た
乾
燥
技

術
で
、
顧
客
の
要
求
に
応

じ
て
成
分
調
整
し
た
粉
コ

ー
ク
ス
を
全
国
の
電
炉
な

ど
に
販
売
す
る
。
コ
ー
ク

ス
と
並
ぶ
主
要
事
業
の
活

性
炭
は
、
千
葉
県
君
津
市

と
富
津
市
に
加
工
工
場
が

あ
り
、
上
水
道
浄
化
用
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
除
去
用
に

出
荷
し
て
き
た
。

　
近
年
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
環
境
と
電
力
関
連
事

業
。
北
九
州
市
小
倉
北
区

で
単
結
晶
や
ア
モ
ル
フ
ァ

ス
な
ど
、
セ
ル
の
種
類
が

異
な
る
太
陽
電
池
パ
ネ
ル

を
、
１
台
の
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
で
制
御
す

る
実
証
実
験
を
手
が
け

る
。
実
証
結
果
を
踏
ま

え
、
２
０
１
２
年
以
降
太

陽
電
池
事
業
を
本
格
化
す

る
。

　
ま
た
九
州
電
力
と
共
同

で
、
電
力
供
給
設
備
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
開
発

も
進
め
て
い
る
。
安
田
善

一
社
長
は
「
数
年
で
会
社

の
事
業
内
容
は
大
き
く
変

わ
る
」
と
、
新
事
業
の
育

成
に
大
き
な
期
待
を
か
け

て
い
る
。

北
九
州

▽
社
長

安
田
善
一
氏
▽

所
在
地

北
九
州
市
八
幡

西
区
築
地
町

の
１
、
０

９
３
・
６
３
１
・
７
７
５

１
▽
資
本
金

５
０
０
０

万
円
▽
売
上
高

億
円

年
３
月
期

▽
従
業

員

人
▽
設
立

年

昭

８
月

パ
イ
ネ
プ
ラ
ン
ト
を
視

察
す
る
村
上
大
使
右

ガ
ラ
ス
保
護
ペ
ー
ス
ト
印
刷
で
塗
布
形
状
自
在
東
京
電
子
材
料

お
見
合
い
募
集
中

　
▽

「
わ

ず
か
な
市
場

に

社

工

場
が
ひ
し
め

く
状
況
は
健

全
な
の
か
」
と
セ
メ
ン
ト
業

界
の
姿
に
疑
問
を
投
げ
か
け

る
の
は
、
住
友
大
阪
セ
メ
ン

ト
社
長
の
関
根
福
一
さ
ん
。

来
期
か
ら
の
中
期
計
画
で

は
、
合
併
・
買
収
も
視
野
に

入
れ
る
考
え
だ
。

　
▽

技
術
力
や
財
務
健
全

性
に
優
れ
た
会
社
を
理
想
に

「
お
見
合
い
し
て
頂
け
る
会

社
を
探
し
た
い
」
と
話
す
。

セ
メ
ン
ト
の
国
内
需
要
は

年
で
半
減
し
た
。
業
界
再
編

は
避
け
て
通
れ
な
い
。

　
▽

一
方
で
自
社
工
場
の

再
編
も
重
要
な
課
題
だ
。
今

期
に
栃
木
工
場
の
キ
ル
ン

回
転
窯

１
機
を
廃
棄
す

る
の
を
皮
切
り
に
、
大
規
模

工
場
へ
の
生
産
集
約
を
始
め

る
。
「
会
社
内
の
戦
い
に
な

る
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

キ
ミ
カ
の
チ
リ

現
法
工
場
視
察

駐
チ
リ
大
使

　
【
パ
イ
ネ

チ
リ

神

阪
拓
】
村
上
秀
徳
駐
チ
リ
日

本
大
使
が
キ
ミ
カ

東
京
都

中
央
区
、
笠
原
文
善
社
長
、

０
３
・
３
５
４
８
・
１
９
４

１

の
チ
リ
現
地
法
人
「
キ

ミ
カ
チ
リ
」
の
パ
イ
ネ
プ
ラ

ン
ト

パ
イ
ネ
市

を
訪

れ
、
ア
ル
ギ
ン
酸
の
製
造
工

程
を
視
察
し
た
。
ア
ル
ギ
ン

酸
は
ビ
ー
ル
の
泡
沫
安
定
剤

ま
つ

ほ
う

な
ど
に
使
わ
れ
る
。
村
上
大

使
は
笠
原
キ
ミ
カ
社
長
、
鈴

木
純
一
キ
ミ
カ
チ
リ
社
長
ら

か
ら
、
原
料
に
な
る
海
藻
の

調
達
事
情
や
、
生
産
規
模
が

工
場
完
成
か
ら

年
で
約

倍
に
増
え
た
こ
と
な
ど
事
業

内
容
の
説
明
も
受
け
た
。

　

月
に
着
任
し
た
村
上
大

使
が
現
地
企
業
を
視
察
す
る

の
は
初
め
て
。
チ
リ
を
拠
点

に
世
界
に
ア
ル
ギ
ン
酸
を
輸

出
す
る
同
社
に
つ
い
て
、
村

上
大
使
は
「
こ
の
地
に
着
目

し
た
先
見
性
が
す
ば
ら
し

い
。
事
業
を
拡
大
し
、
雇
用

で
も
チ
リ
経
済
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
同
工
場
は
１
９
８
９
年
の

稼
働
。
現
在
、
月
１
５
０

の
ア
ル
ギ
ン
酸
を
生
産
し
、

欧
米
な
ど
世
界
に
供
給
し
て

い
る
。

月
の
化
繊
生
産

４
％
増
８
万

　
日
本
化
学
繊
維
協
会
が
ま

と
め
た

月
の
化
学
繊
維
生

産
は
、
前
年
同
月
比
４
・
４

％
増
の
８
万
２
５
６
９

と

２
カ
月
連
続
で
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
。
炭
素
繊
維
原
糸

の
生
産
が
需
要
回
復
に
よ
り

前
年
同
月
に
比
べ
増
加
し
た

ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
後
の

復
興
需
要
で
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

向
け
を
中
心
に
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
短
繊
維
が
同

・
７
％
増

の
１
万
１
９
３
０

と
増
え

た
。
た
だ
、
ア
ク
リ
ル
短
繊

維
も
同
５
・
２
％
増
の
１
万

３
６
５
１

と
増
加
し
た

が
、
在
庫
も
前
月
比

％
増

と
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
円

高
の
た
め
、
輸
出
量
が
減
少

し
て
い
る
の
で
は
と
見
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
タ
イ
の
洪

水
被
害
に
よ
る
自
動
車
減
産

が
ナ
イ
ロ
ン
長
繊
維
な
ど
の

需
要
に
今
後
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
は
と
懸
念
さ
れ
、
化
学

繊
維
生
産
の
先
行
き
を
厳
し

く
見
る
声
も
あ
る
。

　
【
広
島
】
寿
工
業

東
京

都
新
宿
区
、
奥
原
征
一
郎
社

長
、
０
３
・
５
３
６
３
・
０

５
８
１

は

日
、
世
界
第

３
位
で
韓
国
鉄
鋼
大
手
の
ポ

ス
コ

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

と
特

殊
鋼
ブ
ル
ー
ム

鉄
鋼
半
製

品

の
供
給
契
約
を
更
新
し

た
。
契
約
期
間
は
２
０
１
２

年
か
ら

年
ま
で
。
同
日
、

広
島
県
呉
市
の
広
製
作
所
で

三
井
物
産
ス
チ
ー
ル
が
立
ち

会
い
、
両
者
が
調
印
し
た
。

　
寿
工
業
は

年
か
ら
ポ
ス

コ
へ
特
殊
鋼
ブ
ル
ー
ム
の
供

給
を
始
め
た
。
３
年
単
位
で

契
約
を
更
新
し
て
お
り
、
今

回
は
第
４
次
３
カ
年
契
約
。

こ
れ
ま
で
の
９
年
間
で
約
１

１
０
万

を
供
給
し
て
い

る
。
累
計
輸
出
額
は
約
６
０

０
億
円
に
上
り
、
ポ
ス
コ
に

と
っ
て
も
ブ
ル
ー
ム
の
最
大

の
調
達
先
に
な
っ
て
い
る
。

　
新
更
新
契
約
で
は
初
年
度

は
最
低
年
間
６
万

を
供
給

す
る
。
次
年
度
以
降
は
引
き

続
き
協
議
す
る
が
、
従
来
契

約
並
み
の
数
量
に
な
る
と
見

ら
れ
る
。
ブ
ル
ー
ム
は
ポ
ス

コ
の
主
力
浦
項
製
鉄
所
向
け

で
、
自
動
車
、
建
設
機
械
な

ど
の
部
品
に
使
わ
れ
る
。

　
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
本
社

は
電
力
の
小
売
事
業
に
参
入

す
る
。
自
社
工
場
の
自
家
発

電
設
備
を
活
用
し
、
供
給
す

る
。
特
定
規
模
電
気
事
業
者

Ｐ
Ｐ
Ｓ

へ
の
登
録
も
検

討
す
る
。
技
術
研
究
開
発
本

部
内
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

推
進
室
」
を

月
１
日
付
で

新
設
し
、
事
業
展
開
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
く
。
当

初
は
専
任
２
人
、
兼
務
３
人

の
計
５
人
で
ス
タ
ー
ト
す

る
。

　
紙
の
生
産
工
程
で
蒸
気
や

電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
用
す
る
た
め
、
日
本
製
紙

グ
ル
ー
プ
本
社
は
工
場
に
自

家
発
電
設
備
を
備
え
て
い

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
全
量
を
買
い
取
る
「
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
」

が
２
０
１
２
年
７
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
変
化
し
て

い
る
の
を
背
景
に
、
同
社
は

既
存
の
設
備
や
運
用
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
事
業
に
結
び
つ

け
る
。

　
東
レ
は

日
、
タ
イ
で
洪

水
被
害
に
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ

会
社
の
タ
イ
・
ト
ー
レ
・
テ

キ
ス
タ
イ
ル
・
ミ
ル
ズ

Ｔ

Ｔ
Ｔ
Ｍ

の
ナ
コ
ン
パ
ト
ム

工
場
が
生
産
を
再
開
し
た
と

発
表
し
た
。
混
紡
糸
の
紡
績

や
織
布
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
タ
イ
・
ト
ー
レ

・
シ
ン
セ
テ
ィ
ク
ス

Ｔ
Ｔ

Ｓ

の
工
場
も
順
次
操
業
を

再
開
さ
せ
る
。
衣
料
用
と
産

業
用
の
ナ
イ
ロ
ン
糸
や
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
糸
な
ど
を
生
産
す

る
バ
ン
コ
ク
工
場
は

月
３

日
か
ら
、
蒸
着
フ
ィ
ル
ム
な

ど
を
生
産
す
る
ナ
コ
ン
パ
ト

ム
工
場
は

月
５
日
か
ら
の

再
開
を
見
込
む
。
一
方
、
同

じ
く
Ｔ
Ｔ
Ｓ
の
ア
ユ
タ
ヤ
工

場
は
被
害
状
況
の
確
認
作
業

を
し
て
お
り
、
再
開
の
時
期

は
未
定
。

　
タ
イ
で
の
生
産
停
止
に
伴

い
、
グ
ル
ー
プ
各
社
で
増
産

対
応
な
ど
を
し
て
お
り
、
供

給
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
無

い
と
い
う
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
支
援

鉄
鋼
ス
ラ
グ
製
品

を
横
浜
市
に
提
供

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は

日
、
海
洋
生
物
に
よ
る
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

吸
収
を

目
的
に
横
浜
市
が
始
め
る

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
実
証

試
験
事
業
に
、
生
物
付
着
基

盤
な
ど
の
鉄
鋼
ス
ラ
グ
製
品

を
提
供
し
た
と
発
表
し
た
。

海
底
の
底
質
改
善
材
や
生
物

付
着
基
盤
と
す
る
も
の
で
、

小
石
状
や
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
製

品
を
提
供
。
小
石
状
の
ス
ラ

グ
製
品
を
海
底
の
泥
状
部
分

に
ま
く
と
、
生
物
が
生
息
し

や
す
く
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
は

海
草
や
サ
ン
ゴ
の
着
生
効
果

が
あ
る
と
い
う
。
鉄
鋼
ス
ラ

グ
は
製
鉄
時
に
生
じ
る
残
さ

を
再
活
用
す
る
も
の
で
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
に
有
効
だ
と
し
て
鉄
鋼

各
社
が
販
売
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
横
浜
市
は
２
０
１
１

年
度
事
業
と
し
て
同
事
業
を

月
４
日
に
始
め
る
。

　
【
立
川
】
東
京
電
子
材
料

東
京
都
八
王
子
市
、
成
田

吉
平
社
長
、
０
４
２
・
６
８

９
・
５
２
０
７

は
、
多
品

種
少
量
生
産
に
向
く
ガ
ラ
ス

保
護
ペ
ー
ス
ト
「
マ
ス
ク
ア

ク
ト
Ｖ
Ｃ
―
５
８
５
Ｃ
Ｌ
」

を
発
売
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン

印
刷
で
塗
布
で
き
、
保
護
フ

ィ
ル
ム
に
比
べ
て
形
や
数
量

を
変
え
や
す
い
。
価
格
は
１

当
た
り
７
０
０
０
円

で
、
月
間
１

の
販
売
を
目

指
す
。

　
印
刷
後
に
１
５
０
度
Ｃ
で

分
間
乾
燥
さ
せ
る
と
透
明

な
膜
に
な
る
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
な
ど
の
ガ
ラ
ス
表
面
を
傷

付
け
な
い
よ
う
に
保
護
し
、

携
帯
電
話
メ
ー
カ
ー
な
ど
で

組
み
立
て
る
前
に
剥
が
さ
れ

る
。
剥
離
抵
抗
値
を
従
来
品

の
半
分
程
度
に
抑
え
、
剥
が

し
残
り
を
な
く
し
た
。

　
新
興
国
や
多
品
種
少
量
の

ラ
イ
ン
で
は
人
海
戦
術
で
保

護
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
付
け
出

荷
し
て
い
る
と
い
う
。
印
刷

で
あ
れ
ば
形
状
や
大
き
さ
が

変
わ
っ
て
も
版
を
変
え
る
だ

け
で
済
む
。
余
白
が
生
じ
る

保
護
フ
ィ
ル
ム
に
比
べ
材
料

効
率
が
高
い
。

　
丸
紅
は
豪
州
や
カ
ナ
ダ
な

ど
で
有
力
な
ア
ル
ミ
製
錬
所

に
投
資
し
て
い
る
。
ア
ロ
エ

ッ
テ
は
日
本
や
欧
州
、
カ
ナ

ダ
の
企
業
が
出
資
し
て
設
立

し
た
会
社
で
、

年
に
生
産

を
開
始
。
ア
ル
ミ
製
錬
所
と

し
て
北
米
最
大
級
の
生
産
能

力
を
持
つ
。
ア
ロ
エ
ッ
テ
は

年
に
２
系
列
目
を
増
設

し
、
生
産
能
力
を
引
き
上
げ

た
。
今
回
新
設
す
る
３
系
列

目
が
稼
働
す
る
と
、
生
産
能

力
が
約
６
割
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
ア
ル
ミ
は
中
国
や
イ
ン

ド
な
ど
の
ア
ジ
ア
に
加
え
、

北
米
や
中
南
米
で
も
需
要
が

拡
大
し
て
お
り
、
生
産
能
力

の
拡
大
を
決
め
た
。
ア
ル
ミ

製
錬
は
大
量
の
電
力
を
使
用

す
る
が
、
ア
ロ
エ
ッ
テ
は
増

設
分
の
電
力
確
保
に
つ
い
て

め
ど
を
付
け
た
。

　
丸
紅
は
豪
州
や
カ
ナ
ダ
な

ど
で
、
ア
ル
ミ
製
錬
所
へ
の

投
資
や
ア
ル
ミ
地
金
の
販
売

を
手
が
け
る
。
足
元
で
は
新

た
な
製
錬
所
の
立
ち
上
げ
な

ど
へ
の
新
規
投
資
は
、
コ
ス

ト
に
見
合
っ
た
収
益
が
得
ら

れ
る
か
不
透
明
な
状
況
に
あ

る
。
当
面
は
既
存
投
資
先
の

設
備
拡
張
に
よ
り
、
地
金
権

益
の
保
有
量
を
増
や
し
て
い

く
方
針
。

　
ま
た
、
同
社
は

月
、
ア

ル
ミ
原
料
と
な
る
ボ
ー
キ
サ

イ
ト
の
鉱
山
開
発
に
つ
い

て
、
豪
州
の
探
査
・
開
発
会

社
と
事
業
調
査
に
参
画
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
。
今
後
は

製
錬
所
の
権
益
確
保
と
と
も

に
、
原
料
分
野
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 １１月２９日 火曜日 ☆　


